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一段のタイトルはセンター合わせ

生成AI活用促進事業における技術部の取組み
～ PLCエンジニアリングへの適用検証 ～

生成AI，ものづくり，PLCエンジニアリング，ST言語，コード生成

奥田 誠，千家 雅之（情報・生産技術部 システム技術グループ）

情報・生産技術部システム技術グループ

記入方法（研究報告式）

▼例１_職員だけの場合
今林 里沙（企画部 情報戦略課 連携広報グループ）

▼例２_外部の方との共同研究の場合

今林 里沙¹、神奈川 太郎²、海老名 花子³
企画部 情報戦略課 連携広報グループ¹、●●●●大学²、▲▲▲研究所³

TEL 046-236-1500

背景幅変更可

様式固定

参考レイアウト
（変更可）

問い合わせ先

推奨フォント：UDフォント（様式はBIZ UDゴシック）

※なお、化学記号・式、量記号等で表示に不具合いが生じる内容については、

正しく表示される字体でご記載ください

背景の画像（紺色）はサイズを変更可。
（Shiftキーを押しながら拡大すると、縦横比率を変えずに拡大が可
能です。スライドからはみ出た状態でも問題ありません。「左右中央
揃え」を行うと、背景が中央に揃います）

動かないようにしたい場合には、ホームタブの以下の画面から「オブ
ジェクトの選択と表示」をクリックし、表示された選択画面の一番下
にある、「図38」のカギマークをクリックしてください。選択しても
動かないようになります。

青い枠は、ガイドラインです。目安としてご利用ください。
内容を作成後は、青枠を削除の上、PDF化してご提出くだ
さい。

【背景・目的】
￭生成AIの普及と現状
 文字，画像・動画，プログラムコード生成は実用レベル

￭生成AIの産業展開
 プログラミング支援でPLC開発ツールにも普及しつつある

￭ローカル生成AIの必要性
 クラウド型は情報漏洩や学習利用のリスクがあるため，
セキュアなローカル生成AIが求められている

￭ローカル生成AIの懸念
 既存の汎用ローカルAIモデルは制御分野の専門知識が不足
 ローカル生成AIはクラウド型と比較して回答精度が劣る

￭PLCエンジニアリングにおけるローカル生成AIの可能性検証
 作業手順の生成
 IEC 61131-3 Structured Text(ST)プログラムの生成

【評価方法・システム構成】
￭AIに生成させる評価プログラム
 A) ボタンを3回押すとLEDが点灯する単純な制御プログラム
 B) ファンクションブロックを用いたタイマー制御プログラム

￭システム構成の概略図

【評価結果】
￭1)作業手順: 誤りは確認されなかった
 ハードウェアのセットアップ
 IDEでのプロジェクト作成
 プログラム入力方法

￭2)STプログラム: コンパイルエラー発生
 制御ロジックは適切だが，PLC固有の
記述仕様に対応できなかった
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